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１．はじめに

　昨今の「理科離れ」の問題への対応策として，貴

重 な 資 料 を 保 有 す る ミ ュ ー ジ ア ム と IT

（Information Technology）のスキルをもつ大学が

連携し，教材開発を行い，子どもたちに提供するよ

うになってきた．しかし，これらの研究で評価され

るのは，教材を利用した学習者（子どもたち）の興

味・関心や理解のレベルであり，実際に開発にあた

った大学生のスキルについてあまり評価されてこな

かった．

　本研究では，大学生が国立天文台や Web デザイナ

ーとともに，中学・高校生向けの Web 教材「見学に

行こう（野辺山）」の開発をプロジェクトベースで

実施し，向上したスキル（デザイン力，達成力）を

計った．これにより，プロジェクトは，教材を活用

する学習者だけではなく，開発者にとっても有効な

学習の場であることが明らかになった．

　開発にあたった学生（＝開発者）は，学部３年生

（現在４年生）５名で，天体についての知識は入門

者レベルの情報系の学生である．また，開発した教

材「見学に行こう（野辺山）」は，学習者（１３名）

全員が，「親しみが持てた」と評価する等，完成度

の高いものであり，約１０ヶ月間のプロジェクト期

間を経て開発されたものである（図１）．

 
図１：Web教材「見学に行こう（野辺山）

２．教材開発の体制と支援ツール

2-1. プロジェクトの効果

　プロジェクトベースの教育的手法が注目される
ようになったのは，１９１８年，キルパトリック

（Kilpatrick,W.H, 1871-1965）の「プロジェクト・

メソッド」という論文が世に出てからである．キル

パトリックは，子どもの自発的な目的，計画，実行，

判断による実際的な活動を中心とするカリキュラム

の提唱を行った．更に，彼は，知識や技術の習得の

みならず，性格，態度，道徳が，付随的（Concomitant），

偶発的（incidental）な学習の副産物として獲得さ

れることに注目した．これにより，プロジェクトの

外面的なものだけでなく，内面的で精神的なものを

高めるという側面が明らかになったのである．

　本プロジェクトで開発した「見学に行こう（野辺

山）」の外面的なアウトプットは，既に学習者（第

三者）によって高い評価を得ている．本研究では，

プロジェクトベースによる開発者自身の内面的スキ

ルの評価を行い．その効果を明らかにする．

2-2.コラボレーションを支援するツール

　「プロジェクト」「コラボレーション」という言

葉で示すように，本研究は他機関との協同作業をベ

ースに，長期間にわたって実践したものである．コ

ラボレーション作業で最も重要であり困難な点は，

円滑なコミュニケーションである．本プロジェクト

の参加員は，東京，野辺山，名古屋の３地点に分散

しており，頻繁に対面で打ち合わせをすることは不

可能であった．そこで，パソコンのメーリングリス

ト（ML），Blog，電子掲示板（BBS）をコミュニケ
ーションの用途に応じて使い分け活用した．下記に

各々のツールの特徴を記す．

・ML ：即時性が高く，情報共有が容易
・Blog：個人の作業日誌として利用．他者の作

業状況の把握に有効．

・BBS：即時性は低いが，スレッド毎に発言を
整理できるため，わかりやすい．

　これらのツールで最も頻繁に活用されたのは，
ML である．本プロジェクトでは，毎日，メールを
確認することを義務づけていたため，一般的な利用

の仕方より，即時性が高い活用となった．

３．学びを創る能力の育成

3-1.デザイン力の育成

　ミュージアム等が所有する資料が教材になるため

には，そこに含まれる情報を利用目的や対象年齢に

基づき再構成しなければならない．本研究では，こ

れを「デザイン力」と呼ぶ．デザイン力には，企画

力，論理的思考力，構成力，創造力等を含む．

　デザイン力を育成し，達成度の高い教材を開発す

るため，学習者の意識の流れを「動機付け－学習－

発展」と定め，各々に対して，プロジェクトの位置

づけを明確化した．本プロジェクトでは，対象者に

「動機付け」を行うために，中学生のキャラクター

が施設内をレポートするという親しみのあるストー

リーを作ったり，「学習」が円滑に進むために，掲
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載する資料の取捨選択・課題分析を行う等をした．

　また，諸個人が発案した企画を，プロジェクトと

しての企画に移行させるためには，組織的なデザイ

ン力も必要である．そのためには，プロジェクトの

参加員が，共通認識を持ち，互いに尊敬しあうとい

う内的交流が必須である．

3-2.達成力の育成

　「デザイン力」により，教材の構成等が完成した

ら，次に，実際の開発を行い，それを本物（＝プロ）

のレベルまで引き上げなければならない．本研究で

は，この力を「達成力」と呼ぶ．

　本研究で開発した教材は，国立天文台の web と
して公開されるため，完成度の高い教材が要求され

た．そのため，開発する過程で，教材の効果を検証

するために，形成的評価を行い，改良を重ねた．こ

れらを遂行するためには，開発者たちの強い責任感

と忍耐力が必要である．プロジェクトでは，ミュー

ジアムの資料を正確に分かり易く伝えるために，頻

繁に振り返りを行い，教材の目標を再確認させなが

ら，開発を進めた．

４．コラボレーションによる教材制作の効果

4-1.内面的能力の育成

　内面的能力の変化（向上度合）について，開発者

である大学生５名にアンケート調査を行った（表

１）．アンケートは５段階で評価し，平均をとった．

表１：内面的能力に関するアンケート
論理的な思考が身についたか？ 3.6
情報を表現するための力を身についたか？ 3.6
自分で考える力が身についたか？ 4.4

デ
ザ
イ
ン

力

企画力が身についたか？ 3.4
責任感が身についたか？ 4.8
プロ意識を持つことができたか？ 3.4

達
成
力 根気よく課題に取り組む力が身についたか？ 4.6
プロジェクトメンバーを互いに信頼しあえたか？ 4.8
　
　特に「達成力」について，非常に向上したとの意

見が得られた．また，「物事を進める際の、コミュ

ニケーション能力が身についた」「自分の意見を話

すことがとても好きになりました」「他人の視点に

立って、物事を考えられるようになりました」等，

コミュニケーション能力も向上したとの意見も得ら

れた．これは，「プロジェクトメンバーを互いに信

頼しあえたか？」の評価にも反映していると考えら

れる．

　
4-2.コミュニケーションツールの評価

　プロジェクトでは，作業そのものが協同作業にな

ることが多い．そこで，本プロジェクトでは，コミ

ュニケーションを円滑にするため，ML，Blog，BBS
を用いた．開発者である大学生５名に各々のツール

についてのアンケートを行った（表２）．アンケー

トは５段階で評価し，平均をとった．

表２：コミュニケーションツールに関するアンケート
円滑なコミュニケーションがとれているか？ 5

頻繁に使ったか？ 5ML
コミュニケーションに有効か？ 5
頻繁に使ったか？ 4Blog
コミュニケーションに有効か？ 3.6
頻繁に使ったか？ 4BBS
コミュニケーションに有効か？ 4.2

　ML では，「たとえ自分が直接関係のない事柄で
も，常に全体を把握している必要があるから，その

経過を知ることができるので良い」．Blogでは，「自
分の作業記録になるので助かる」．BBS では，「時
間にずれが生じることもあるが，なかなか会えない

人とコミュニケーションがとれる」「スレッドによ

ってテーマ毎に質疑応答をまとめて見ることができ

るので便利」等の意見が出された．今後は，即時性

のある ML で情報共有を，Blog で個々の作業の管
理を，BBS で長期的な課題解決の議論の場に活用
していきたい．

５．おわりに

　本研究では，内面的能力の変化に焦点をあてた評

価を行った．プロジェクトベースの開発は，開発者

にとっても有意義な学習の場になることが明らかに

なった．本プロジェクトは，本年度も，昨年度の教

材を改良する形で継続している．今後もよりよい教

材を開発し，個々の内面的能力を育成するよう努め

ていきたい．

　最後に，開発者５名に「このプロジェクトを通じ

て天文に興味を持ったか？」と聞いたところ，平均

4.2（５段階評価）となった．教材を開発するにあ

たり，対象テーマに対して，開発者自身が興味を持

つことも重要であることをここに書き添えておきた

い．
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